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別紙１ 

 
プログラムの教育・学習方法 

 
 
○ 知識・理解 
 

   
 
 
○ 知的能力・技能 
 

   

身につく知識・技能・態度等 

 

1) 生涯活動教育や中等教育における

造形芸術教育の位置や意味につい

て知識や理解がある。 

2) 造形芸術教育の内容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、造形芸術学・造形

芸術史）に関する知識や理解があ

る。 

3) 造形芸術教育の理論と方法に関す

る知識や理解がある。 

 

教育・学習の方法 

 造形芸術教育における基礎的基本的な知識・理解

（1〜3）は、類共通科目を含めた造形芸術教育プロ

グラム専門基礎科目と発展科目における講義、実習、

演習など、また、各授業科目が課す自己学習、課題、

レポート作成などを通じて獲得できるようにする。

 

評価 

 知識・理解（1〜3）は各授業にて行う試験、課題、

レポート、作品をとおして評価する。 

身につく知識・技能・態度等 

 

1) 造形芸術教育の資料・情報を収集

し、整理して読解することができ

る。 

2) 造形芸術教育のカリキュラムや

授業、教育課題に関して、批判的

に分析・検討することができる。 

3) 造形芸術教育の研究課題（表現を

含む）を発見し、批判的に分析・

検討してまとめることができる。

 



 

2 

 
 
○ 実践的能力・技能 
 

   
 
 

○ 総合的能力・技能 
 

   
 

身につく知識・技能・態度等 

 

1) 造形芸術教育の内容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、造形芸術学・造

形芸術史）に関する技能を習得し

たり、その特質に応じた表現がで

きたりする。 

2) 造形芸術教育の授業・指導やカリ

キュラムを構想・立案したり、学

習指導案や計画としてまとめたり

することができる。 

3) 造形芸術教育の学習成果をさまざ

まな機器や素材などを活用して、

効果的に発表（プレゼンテーショ

ン）することができる。 

 

教育・学習の方法 

 実践的能力・技能（1〜3）は演習、制作実習など

における討論、発表、作品制作、カリキュラム作成、

教材開発、レポート作成などの活動をとおして身に

つけ、卒業研究科目、論文作成においてより高度な

ものへと発展させる。 

 

評価 

 実践的能力・技能（1〜3）は各授業科目で課され

る課題の遂行過程とその結果、および作品、レポー

トをもって評価する。それらは卒業論文および制作

作品においてその達成度が確認できる。 

身につく知識・技能・態度等 

 

1） 造形芸術教育の内容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、造形芸術学・造

形芸術史）固有の課題を理解し、

より発展的な表現へと進化させる

ことができる。 

2） 造形芸術教育の教員や指導者とし

て、学習者の課題（技術的課題を含

む）を発見し、整理して指摘するこ

とができる。 

3） 知識と情報を駆使して造形芸術教育

の今日的課題を発見し、これを研

究・探求するとともに、効果的な媒

体で表現することができる。 

 

教育・学習の方法 

 総合的能力・技能（1〜3）はプログラム全体をと

おして発達させるが、総合演習、卒業研究科目など

をとおして重点的に身につけ、それ以外の個別の演

習や実習においても発展的になるよう考慮し、卒業

論文作成（作品を含む）の過程で効果的に発揮でき

るようにする。 

評価 

 総合的能力・技能（1〜3）はプログラム全体にお

いて総合的に評価する。とりわけ卒業論文作成（作

品を含む）とその結果において、学生自身がどの程

度の達成度かを確認できるようにする。 



別紙２　主専攻プログラム　モデル体系図 教育学部　造形芸術教育プログラム

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

領域科目（◎） 芸術教育学概論（◎） 学外研修（○） 芸術教育思想（○）

彫刻表現実習基礎（◎） 絵画表現論（◎） 彫刻表現論（◎） 工芸表現論（◎） 工芸教育素材研究 I（○） 彫刻表現総合演習（○） 平面デザイン教育演習（○）

領域科目（◎） 造形芸術基礎論（◎） デザイン概論（◎） 絵画表現実習 I（○） 西洋美術史概説（○） 工芸教育素材研究 II（○）

彫刻教育素材実習（○） 日本美術史概説（○） 色彩学演習（○） ＣＧ基礎演習（○）
立体デザイン教育演習（○） 学外研修（○）

領域科目（◎） 美術科教育学概論（○） 美術科教育方法・評価論（◎） 芸術教育思想（○） 芸術教育教材・構成論（○） 美術科教育指導者論（○）
美術科授業プランニング基礎（○）

情報科目（◎）

教養ゼミ（◎） 造形芸術基礎論（◎） 彫刻表現論（◎） 西洋美術史概説（○） 美術科教育指導者論（○）

情報科目（◎） 日本美術史概説（○）

芸術教育学概論（◎） 美術科教育学概論（○） 芸術教育思想（○） 芸術教育教材・構成論（○）

芸術教育支援論（○）

教養ゼミ（◎） デザイン概論（◎） 工芸表現論（◎） 絵画表現実習 II（○） 卒業研究基礎演習 I（○） 卒業研究基礎演習 II（○） 造形芸術学演習（○）
絵画表現演習（○） 平面デザイン教育演習（○）

外国語科目（◎）（○） 外国語科目（◎）（○） 外国語科目（○）

絵画表現実習基礎（◎） 彫刻教育素材実習（○） 工芸表現実習基礎（◎） 絵画表現実習 I（○） 絵画表現実習 II（○） 彫刻表現総合演習（○） 平面デザイン教育演習（○）

彫刻表現実習基礎（◎） 立体デザイン教育演習（○） 彫刻表現演習（○） 工芸教育素材研究 I（○） 工芸教育素材研究 II（○）
デザイン表現実習基礎（◎） 色彩学演習（○） 彫刻表現実習（○） ＣＧ基礎演習（○）

芸術教育支援論（○） 美術科授業プランニング演習（○） 芸術教育教材・構成論（○）

教養ゼミ（◎） デザイン概論（◎） 美術科授業プランニング基礎（○） 卒業研究基礎演習 I（○） 卒業研究基礎演習 II（○） 造形芸術学演習（○）
彫刻表現演習（○）

外国語科目（◎）（○） 外国語科目（◎）（○） 外国語科目（○）
健康スポーツ科目（◎）

実
践
的
能
力
・
技
能

1) 造形芸術教育の内容
（絵画、彫刻、デザイン、
工芸、造形芸術学・造形
芸術史）に関する技能を
習得したり、その特質に
応じた表現ができたりす
る。
2) 造形芸術教育の授
業・指導やカリキュラムを
構想・立案したり、学習
指導案や計画としてまと
めたりすることができる。

3) 造形芸術教育の学習
成果をさまざまな機器や
素材などを活用して、効
果的に発表（プレゼン
テーション）することがで
きる

論拠を明らかにした議論
や効果的なプレゼンテー
ションを行うことができ
る。

複数の外国語を活用す
ることで，多くの言語や文
化を理解できる。　　　体
力・健康づくりの必要性
を科学的に説明できる。
スポーツの実践を通じ
て，生涯にわたってス
ポーツを楽しむ意義や，
マナー・協調性などの重
要性を理解し，説明でき
る。

知
的
能
力
・
技
能

1)  造形芸術教育の資
料・情報を収集し、整理し
て読解することができる。

基礎的な方法で資料を
収集できる。　　情報に関
する基礎的知識・技術・
態度を学び，情報の処理
や受発信を適切に行うこ
とができる。

2) 造形芸術教育のカリ
キュラムや授業、教育課
題に関して、批判的に分
析・検討することができ
る。

3) 造形芸術教育の研究
課題（表現を含む）を発
見し、批判的に分析・検
討してまとめることができ
る

特定の事象から課題を
発見し，説明できる。

外国語を活用して，口頭
や文書で日常的なコミュ
ニケーションを図ることが
できる。

知
識
・
理
解

1)　生涯活動教育や中等
教育における造形芸術
教育の位置や意味につ
いて知識や理解がある。

各学問領域について，そ
の形成過程・発展過程を
説明できる。

2)　造形芸術教育の内容
（絵画、彫刻、デザイン、
工芸、造形芸術学・造形
芸術史）に関する知識や
理解がある。

各学問領域について，そ
の形成過程・発展過程を
説明できる。

3)　造形芸術教育の理論
と方法に関する知識や理
解がある。

各学問領域について，そ
の形成過程・発展過程を
説明できる。

情報を活用するためのモ
ラルと社会的課題につい
て理解し，説明できる。

４年（専門教育における）
学習の成果

教養教育
到達目標

１年 ２年 ３年



卒業研究基礎制作 I（○） 卒業研究基礎制作II （○） 絵画表現研究（○）
工芸表現演習（○）

芸術教育支援論（○） 美術科授業プランニング演習（○）

領域科目（◎） 卒業研究基礎演習 I（○） 卒業研究基礎演習 II（○） 造形芸術学演習（○）
卒業研究基礎制作 I（○） 卒業研究基礎制作II （○）

平和科目（◎） 総合科目（◎）
パッケージ科目（◎）

生涯活動教育論（◎） 卒業論文（◎）
教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

総
合
的
能
力
・
技
能

1） 造形芸術教育の内容
（絵画、彫刻、デザイン、
工芸、造形芸術学・造形
芸術史）固有の課題を理
解し、より発展的な表現
へと進化させることがで
きる。

2） 造形芸術教育の教員
や指導者として、学習者
の課題（技術的課題を含
む）を発見し、整理して指
摘することができる。

3） 知識と情報を駆使し
て造形芸術教育の今日
的課題を発見し、これを
研究・探求するとともに、
効果的な媒体で表現す
ることができる。

各学問領域が文化・社会
とどのように関わってい
るのかについて，説明で
きる。

多角的な視点から平和
について考え，自分の意
見を述べることができる。
理念と現実の葛藤を含
め，平和を妨げる種々の
要因とそこでの複雑な様
相について理解し，説明
できる。　人類や社会が
抱える歴史的・現代的課
題（社会のしくみと科学
の在り方，知の営みの意
味，いのちの重み，多様
な文化間の交流や対立，
自然と共生する意義な
ど）について，多角的な
視点から説明できる。
特定の学際的・総合的な
トピックス又は研究の最
前線や社会問題のトピッ
クスについて，複数の視
点から説明できる。
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別紙２  

（２）プログラムの構造 

    教 養 教 育              専 門 教 育 

   基礎・教養          １年次 造形芸術教育についての概括的・基礎的理解、技能 

                                   プログラム基礎科目     プログラム発展科目 



２ 

 

教養教育 
［一覧 A 教養教育科目］

教養ゼミ ２       

平和科目 ２ 

パッケージ別科目 ６ 

総合科目 ２ 

外国語科目 １２  

 

 

 

 

情報科目 ２   

領域科目 １８ 

 

 

健康スポーツ科目 ２ 

基盤科目  

 

 

 

「パッケージ別科目」の中の決定された１パッケージから３科目 

 

英語 8     コミュニケーション基礎 Ⅰ・Ⅱ 

コミュニケーション I・II 

             コミュニケーション III 

初修外国語 4 ベーシック外国語Ⅰ 

        ベーシック外国語Ⅱ 

情報活用基礎、情報活用演習から１科目 

日本国憲法 2 

芸術学 2 

上記以外 14 

 

 

 

 

 

専門教育 

１年次 

［一覧 B-１ プログラム基礎科目］ 

 

芸術教育学概論 

絵画表現論 

絵画表現実習基礎 

彫刻表現実習基礎 

デザイン表現実習基礎 

造形芸術基礎論 

（以上、すべて必修） 

 

［一覧 C-１ プログラム発展科目］ 

 

彫刻教育素材実習 

立体デザイン教育演習 

 

２年次 

［一覧 B-２ プログラム基礎科目］ 

 

生涯活動教育論 （類共通科目） 

美術科教育方法・評価論 

彫刻表現論 

デザイン概論 

工芸表現論 

工芸表現実習基礎 

（以上、すべて必修） 

［一覧 C-２ プログラム発展科目］

 

美術科教育学概論 

芸術教育支援論 

美術科授業プランニング基礎 

絵画表現演習 

絵画表現実習I 

彫刻表現演習 

色彩学演習 

日本美術史概説 

学外研修 

人間文化基礎論 

［一覧 D-１ 自由選択科目］ 

 

本プログラムの専門発展科目、教育

学部の他プログラム、他学部のプロ

グラムの専門科目から自由選択。た

だし、教員免許取得希望者は以下の

教職関係科目は必修である。 

教職入門 

教育の思想と原理 

教育と社会・制度 

生徒・進路指導論 

特別活動指導法 

介護等体験 

 

 

 



３ 

 

 

 

 

３年次 

［一覧 C-３ プログラム発展科目］ 

 

芸術教育教材・構成論 

芸術教育思想 

美術科授業プランニング演習  

絵画表現実習II 

彫刻表現総合演習 

彫刻表現実習 

ＣＧ基礎演習 

工芸教育素材研究 I  

工芸教育素材研究 II 

西洋美術史概説 

西洋建築史 

［一覧 D-２ 自由選択科目］ 

 

本プログラムの専門発展科目、教育学部の他プログラム、

他学部のプログラムの専門科目から自由選択。ただし、

教員免許取得希望者は以下の教職関係科目は必修であ

る。 

児童・青年期発達論 

教育課程論 

教育方法・技術論 

教育相談 

道徳教育指導法 

教育実習 

 

 

 

４年次 

［一覧 C-４ プログラム発展科目］ 

 

美術科教育指導者論 

絵画表現研究 

平面デザイン教育演習 

工芸表現演習 

造形芸術学演習 

 

［一覧 D-３ 自由選択科目］ 

 

本プログラムの専門発展科目、教育学部の他プログラム、

他学部のプログラムの専門科目から自由選択。ただし、

教員免許取得希望者は以下の教職関係科目は必修であ

る。 

教職実践演習 

 



1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 教養ゼミ 2 必修 ○

2 2 選択必修 ○ ○

6 決定されたパッケージから3科目 2 選択必修 ○ ○

2 　 2 選択必修 ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーションⅢA 1

コミュニケーションⅢB 1

コミュニケーションⅢC 1

ベーシック外国語Ⅰから2科目 1 ○

ベーシック外国語Ⅱから2科目 1 ○

2 (注4) 2 選択必修 ○

(18) すべての領域から(注5) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

46

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第四類　造形芸術系コース（造形芸術教育プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

教
養
教
育
科
目

教
養
コ
ア
科
目

教養ゼミ

平和科目

パッケージ別科目

総合科目

上記4科目から2科目以上

コミュニケー
ションⅢ

2
選択必修 ○ ○

4
選択必修

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

上記3科目から2科目

初修外国語
（ドイツ語，フランス語，スペイ
ン語，ロシア語，中国語，韓国
語，アラビア語のうちから1言語

選択）

4 選択必修

英
語
 

(

注
２

)

コミュニケーショ
ン基礎

2 必修

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

情報科目

領域科目

健康スポーツ科目

基盤科目

計

共
通
科
目

外
国
語
科
目

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」又は自学自習による「マルチメディア英語演習」の履修
により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語
学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能
検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

注4： 1セメスター開設の「情報活用基礎」を履修すること。なお，「情報活用基礎」の単位を修得できなかった場合
は，2セメスター開設の「情報活用演習」を履修することができる。

注5： ・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

・「芸術学Ａ」，「芸術学Ｂ」から2単位の履修を要望する。

・修得した基盤科目の単位を算入することができる。ただし，6単位を限度とする。



学 部 履 修 基 準 

 

第 四 類（生涯活動教育系） 

ṷ 造 形 芸 術 系 コ ー ス（造形芸術教育プログラム） 
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別紙４ 

到達目標評価項目と評価基準の表 
 
○ 知識・理解 

評価項目 
非常に優れている

(Best) 
優れている

(Modal) 
基準に達している

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1）生涯活動教育や

中等教育における

造形芸術教育の位

置や意味について

知識や理解があ

る。 

生涯活動教育や中

等教育における造

形芸術教育の位置

や意味について、

基礎的・基本的な

事項を教育全体や

社会との関わりの

視点から説明でき

る知識や理解があ

る。 

 

生涯活動教育や中

等教育における造

形芸術教育の位置

や意味について、

基礎的・基本的な

事項を説明できる

知識や理解があ

る。 

生涯活動教育や中

等教育における造

形芸術教育の位置

や意味について、

基礎的・基本的な

知識や理解があ

る。 

別表のとおり 

2）造形芸術教育の

内容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）に関する

知識や理解があ

る。 

 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）の表現と

鑑賞に関する深い

知識や理解があ

る。 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）の表現と

鑑賞に関する基礎

的・基本的な知識

や理解が充分あ

る。 

 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）の表現と

鑑賞に関する基礎

的・基本的な知識

や理解がある。 

 

 

別表のとおり 

3）造形芸術教育の

理論と方法に関す

る知識や理解があ

る。 

造形芸術教育の

理論と方法に関

する深い知識や

理解がある。 

造形芸術教育の理

論と方法に関する

基礎的・基本的な

知識や理解が充分

ある。 

造形芸術教育の理

論と方法に関する

基礎的・基本的な

知識や理解があ

る。 

 

別表のとおり 

 
 
○ 知的能力・技能 

評価項目 
非常に優れている

(Best) 
優れている 

(Modal) 
基準に達している 

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1）造形芸術教育の

資料・情報を収集

し、整理して読解

することができ

る。 

造形芸術教育の資

料・情報を的確・

適切に収集・整理

し、批判的・総合

的に読解すること

ができる。 

 

造形芸術教育の資

料・情報を的確に

収集し、適切に整

理して読解するこ

とができる。 

造形芸術教育の資

料・情報を収集し、

整理して読解する

ことができる。 

別表のとおり 
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2）造形芸術教育の

カリキュラムや授

業、教育課題に関

して、批判的に分

析・検討すること

ができる。 

造形芸術教育のカ

リキュラムや授

業、教育課題に関

して、批判的に分

析・検討すること

ができる。 

 

造形芸術教育のカ

リキュラムや授

業、教育課題に関

して、充分に分

析・検討すること

ができる。 

 

造形芸術教育のカ

リキュラムや授

業、教育課題に関

して、分析・検討

することができ

る。 

 

別表のとおり 

3）造形芸術教育の

研究課題（表現を

含む）を発見し、

批判的に分析・検

討してまとめるこ

とができる。 

造形芸術教育の研

究課題（表現を含

む）を発見し、批

判的に分析・検討

してまとめること

ができる。 

 

造形芸術教育の研

究課題（表現を含

む）を発見し、整

理してまとめるこ

とができる。 

 

造形芸術教育の研

究課題（表現を含

む）を発見するこ

とができる。 

 

別表のとおり 

 
○ 実践的能力・技能 

評価項目 
非常に優れている

(Best) 
優れている 

(Modal) 
基準に達している 

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1）造形芸術教育の

内容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）に関する

技能を習得した

り、その特質に応

じた表現ができた

りする。 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）に関する

高度な技能を習得

したり、その特質

を生かした自由な

表現ができたりす

る。 

 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）に関する

基礎技能を充分に

習得したり、特質

を生かした表現が

できたりする。 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）に関する

基礎技能を習得し

たり、特質に応じ

た簡単な表現がで

きたりする。 

 

別表のとおり 

2）造形芸術教育の

授業・指導やカリ

キュラムを構想・

立案したり、学習

指導案や計画とし

てまとめたりする

ことができる。 

造形芸術教育の授

業・指導を十分に

吟味して構想・立

案したり、根拠に

基づいた確かな学

習指導案や計画と

してまとめたりす

ることができる。

 

造形芸術教育の授

業を構想・立案し

たり、整理された

学習指導案や計画

としてまとめたり

することができ

る。 

 

造形芸術教育の授

業を構想・立案し

たり、学習指導案

や計画としてまと

めたりすることが

できる。 

 

別表のとおり 

3）造形芸術教育の

学習成果をさまざ

まな機器や素材な

どを活用して、効

果的に発表（プレ

ゼンテーション）

することができ

る。 

造形芸術教育の

学習成果をさま

ざまな機器や素

材などを活用し

て、効果的、印象

的に発表（プレゼ

ンテーション）

し、伝えることが

できる 

造形芸術教育の学

習成果をさまざま

な機器や素材など

を活用して発表

（プレゼンテーシ

ョン）し、正確に

伝えることができ

る。 

造形芸術教育の学

習成果をさまざま

な機器や素材など

を利用して発表

（プレゼンテーシ

ョン）することが

できる 

別表のとおり 



 3

 
 
○ 総合的能力・技能 

評価項目 
非常に優れている

(Best) 
優れている 

(Modal) 
基準に達している 

(Threshold) 

備 考 
（適用科目名を記載）
※（ ）内は履修ｾﾒｽﾀｰ 

1）造形芸術教育の

内容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）固有の課

題を理解し、より

発展的な表現へと

進化させることが

できる。 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）固有の課

題を理解し、より

自由で発展的、創

造的な表現を実現

することができ

る。 

 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）固有の課

題を理解し、発展

的な表現を実現す

ることができる。

 

造形芸術教育の内

容（絵画、彫刻、

デザイン、工芸、

造形芸術学・造形

芸術史）固有の課

題を理解し、発展

的な表現を試みる

ことができる。 

 

別表のとおり 

2）造形芸術教育の

教員や指導者とし

て、学習者の課題

（技術的課題を含

む）を発見し、整

理して指摘するこ

とができる。 

造形芸術教育の教

員や指導者とし

て、学習者の課題

（技術的課題を含

む）を発見し、整

理して指摘すると

ともに、課題解決

の方策を示すこと

ができる。 

 

造形芸術教育の教

員や指導者とし

て、学習者の課題

（技術的課題を含

む）を発見し、整

理して指摘するこ

とができる。 

 

造形芸術教育の教

員や指導者とし

て、学習者の課題

（技術的課題を含

む）を発見するこ

とができる。 

 

別表のとおり 

3）知識と情報を駆

使して造形芸術教

育の今日的課題を

発見し、これを研

究・探求するとと

もに、効果的な媒

体で表現すること

ができる。 

社会とのつながり

を意識しながら、

さまざまな知識と

情報を駆使して造

形芸術教育の今日

的課題を発見し、

研究・探求し、効

果的な媒体で表現

することができ

る。 

 

さまざまな知識と

情報をもとに造形

芸術教育の今日的

課題を発見し、研

究・探求し、効果

的な媒体で表現す

ることができる。

 

知識と情報をもと

に造形芸術教育の

今日的課題を発見

し、研究・探求し、

表現することがで

きる。 

 

別表のとおり 

 



( )コース （ )プログラム 平成25年度入学生用

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5
生涯活動教育論　（類共通） 必修 2 2
芸術教育学概論 必修 ◎ 2 2 ○ ○
美術科教育方法・評価論 必修 ◎ 2 2 ○
絵画表現論 必修 ◎ 2 2 ○
絵画表現実習基礎 必修 ◎ 1 2 ○
彫刻表現論 必修 ◎ 2 2 ○ ○
彫刻表現実習基礎 必修 ◎ 1 2 ○ ○
デザイン概論 必修 ◎ 2 2 ○ ○ ○
デザイン表現実習基礎 必修 ◎ 1 2 ○
工芸表現論 必修 ◎ 2 2 ○ ○
工芸表現実習基礎 必修 ◎ 1 2 ○
造形芸術基礎論 必修 ◎ 2 2 ○ ○
美術科教育学概論 ○ 2 2 ○ ○
芸術教育教材・構成論 ○ 2 2 ○ ○ ○
美術科教育指導者論 ○ 2 2 ○ ○
芸術教育支援論 ○ 2 2 ○ ○ ○
芸術教育思想 ○ 2 2 ○ ○ ○
美術科授業プランニング基礎 ○ 2 2 ○ ○
美術科授業プランニング演習 ○ 2 2 ○ ○
絵画表現研究 ○ 2 2 ○
絵画表現演習 ○ 2 2 ○
絵画表現実習 I ○ 1 2 ○ ○
絵画表現実習 II ○ 1 2 ○ ○
彫刻表現演習 ○ 2 2 ○ ○
彫刻表現総合演習 ○ 2 2 ○ ○
彫刻教育素材実習 ○ 1 2 ○ ○
彫刻表現実習 ○ 1 2 ○
平面デザイン教育演習 ○ 2 2 ○ ○ ○
立体デザイン教育演習 ○ 2 2 ○ ○
色彩学演習 ○ 2 2 ○ ○
ＣＧ基礎演習 ○ 2 2 ○ ○
工芸教育素材研究 I ○ 2 2 ○ ○
工芸教育素材研究 II ○ 2 2 ○ ○
工芸表現演習 ○ 2 2 ○
日本美術史概説 ○ 2 2 ○ ○
西洋美術史概説 ○ 2 2 ○ ○
造形芸術学演習 ○ 2 2 ○ ○ ○
学外研修(隔年開講) 2 集 ○ ○
人間文化基礎論 2 2 総合科学部
西洋建築史 2 2 工学部

卒業研究基礎演習 I 選必 1 2 ○ ○ ○
卒業研究基礎演習 II 選必 1 2 ○ ○ ○
卒業研究基礎制作 I 選必 1 2 ○ ○
卒業研究基礎制作 II 選必 1 2 ○ ○
卒業論文 必修 4

専門選択科目

卒
業
研
究

専
門
基
礎
科
目

専
　
門
　
科
　
目

備考A(知識理解)
到達目標の評価項目

B(知的能力・技能) C(実践的能力・技能) D(総合的能力・技能)

造形芸術教育第四類　造形芸術教育系

区分 授業科目
授業
種別

担当
区分

教免
科目

開設
単位

学期別週授業時数
セメスター
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